




●集中豪雨対策（支線・水路の新増設、整備）推進
●災害見舞金条例の商店への適用実現
●枚方市消防団の機能強化・女性分団新設実現
●不正受給対策として生活保護適正化推進チーム
　立ち上げ実現（25年度返還・停廃止により削減
　効果額2,500万円以上）
●生活保護受給者へのジェネリック医薬品の導入
　促進（使用率約７ポイント上昇）実現
●市内公立小学校で道徳授業の実施実現
　（青年会議所として実施）　
●市内公立小学校へ少年サポートセンター（警察官経験者等に
　よる組織）による非行防止教室の拡充実現
●更生保護施策の推進（協力雇用主倍増に大きく貢献）
●東部スポーツ公園（野球場）の３月完成予定
●淀川河川敷にグラウンドゴルフもできる多目的広場新設
　実現予定
●一般廃棄物最終処分場のスポーツ広場としての暫定利用の
　開始実現
●市立ひらかた病院（旧枚方市民病院）前道路の拡張整備推進
●樟葉駅周辺の渋滞・安全対策推進
●長尾駅前府道に信号機の設置実現
●国道307号と杉１丁目交差点に矢印信号新設実現
●山田池公園横府道の改修実現
●京阪本線立体交差化事業の推進（着手開始）
●待機児童ゼロ達成・兄弟姉妹同所入所拡充実現予定
●病児保育の定員２名増員実現
●鍼灸・マッサージ事業（健康施策）の拡充実現
●障がい児（者）への通学ガイドヘルパーの導入実現
●職員の旅費日当の見直し推進
●補助金の適正化に関する基準の策定推進
●事務事業の総点検による行財政改革の推進
●行政改革に郵便局など地域の金融機関の活用推進
●防犯カメラの増設（約250台）実現
●資源ゴミの持ち去り対策の強化推進
●郵便ハガキへのひこぼしくん掲載による枚方発信実現
●ひらコン実行委員会（枚方で出逢い、定住を促す）の立ち上げ実現
●議会基本条例の制定（副委員長として奔走）

■行財政改革・不正防止
行政機関に勤務した経験から、予算の使い切り・無駄使いを徹底的に排除し、民間企業と
同様に行財政改革に数値目標の導入を図り、財政規律を守ります。厳しい都市間競争を勝
ち抜くために、大胆な事業廃止を断行します。また、生活保護や補助金等の不正受給には
断固とした姿勢で臨み、支給の適性を厳格にチェックします。さらに、自治会制度の改革に取り組みます。
■防災・減災
消防士である父親の背中を見てきた僕は、消防団員として地域防災力の向上に取り組んできました。
集中豪雨・浸水被害については浸かる場所が毎回決まっており、住民の我慢は限界です。根本的な
解消を図るために、支線や水路、貯留施設の新設や増設に着手し、国庫補助も視野に大規模改善を
行います。これ以上の浸水被害は、人口流出につながるとの危機感で、重点的に取り組みます。
■教育
保護観察官として少年非行問題に取り組んできたことから、学校教育に外部の視点を入れ、礼儀・
礼節を含めた道徳教育を強力に推進するとともに、警察官経験者による非行防止教室のさらなる拡
充を図り、子どもたちの健やかな成長への環境を創ります。また、少人数学級の拡充を図り、ネッ
トや携帯を利用したいじめ等を許しません。武道教育の推進により、礼節謙譲を育みます。
■子育て
保育所の待機児童解消に引き続き取り組むとともに、現在の点数制度について適正化を行います。
子ども子育て新制度においては、保育・幼児教育のいずれにも枚方市として支援を実現し、子育て・
子育ち環境の充実を図ります。また、子どもの医療費助成を中学校卒業までの拡大を図ります。こ
の分野を強化しなければ、人口減少社会にあって生産人口を維持できないと確信しています。
■医療・介護
誰しもが安心して医療を受けられるよう拠点病院を中心とした医療機関連携を行い、災害時対応の
充実や夜間休日診療の拡充を図り、切れ目のない医療を実現します。介護では、待機高齢者の解消
を図るため、現在の介護施策の転換を図ります。また、新しくなった市立ひらかた病院に認知症外
来の設置を目指します。大阪府から移管を受けた保健所において、動物の殺処分ゼロを目指します。
■スポーツ
以前からスポーツ人口の多さに比べてスポーツ施設・環境が不足しています。
教育や健康増進につながるスポーツを盛り上げるために、また、子どもたちが地元でスポーツを続
ける誇りを感じられるように例えば、枚方からプロ野球選手を！枚方に Jリーグを！枚方からラグ
ビーワールドカップ選手を！などのスローガンを掲げスポーツ立市を目指し、全てのスポーツを盛り上げます。
■都市基盤整備
子どものころから渋滞が枚方の魅力を損ねていると感じていました。
市立ひらかた病院前を含む枚方市駅前周辺、樟葉駅周辺、長尾駅周辺、国道307号と杉１丁目交
差点周辺などの渋滞解消や、京阪本線立体交差化の推進を引き続き行います。こうした渋滞ポイン
トは、国道や府道、市道が交錯し責任の所在が曖昧な箇所ばかりです。市のイニシアチブで取り組
みます。
■地元活性化
大阪と京都の中間地として企業誘致を図り、枚方を起業の地として売り出すなど、立地条件を活か
した施策を進めます。また、立ち上げたひらコン実行委員会などを通じて、枚方に移り住む若者を
増やし、地元を離れた若者が地元回帰できる活動を行います。花火復活を目指す枚方まつりを始め
とする各地域の催しに、さらに地元住民が参加しやすい環境を創り、活性化を実現します。北大阪
商工会議所、枚方市商業連盟、枚方青年会議所など地元経済団体と連携し、ホテル誘致も含め、枚
方市駅前再整備を推進します。経済交流のためにも淀川渡河橋の早期整備を目指します。

大橋ともひろ（１期４年）の
主な実績・取り組み

大橋ともひろは、
こんな枚方を目指します！

最後に 32歳という社会的にはまだまだ未熟な段階で、初当選させていただいて以来、批判精神旺盛な若手ではありますが、何事にも批判だけでなく、対案を示した上で行動を起こす
ことを常に心がけてまいりました。その批判の先に、皆様と実現したい「僕たちの」「わたしたちの」枚方のために、今後も、評論家になることなく果敢に行動してまいります。

初当選以後の議会活動
  一般質問登壇回数、予算決算委員会登壇回数の 合計17回 全議員中トップ！！！

【総質疑時間約10時間35分】（平成26年12月現在）

議会質問・議員要望・
議員活動全て含む（ ）

［ ］議会改革調査特別委員会副委員長、決算特別委員会副委員長、総務、文教、厚生、
建設各常任委員会委員、農業委員などを歴任

Facebook

昭和54年１月８日生まれ   O型   36歳
第二ローズ幼稚園、枚方市立長尾小学校、
枚方市立長尾中学校、大阪府立四條畷高校、
大阪市立大学法学部政治行政学科卒業
法務省大阪保護観察所にて
保護観察官として勤務
平野博文衆議院議員秘書
2011年枚方市議会議員選挙にて初当選
現在１期目

＜所属・活動団体＞
枚方市消防団、（一社）枚方青年会議所(元・理事）、(公社）
枚方納税協会、樟葉宮交野天神社氏子青年会、ひらコン実行
委員会、少年野球チーム顧問・コーチ

＜趣味＞
野球・フットサル・ソフトボール・
スポーツ観戦（大学まで一貫して野球部）

＜特技＞
漫才

（大学時代に枚方をもっと発信しようと開始）

＜家族＞
妻・長女・長男

大橋ともひろのプロフィール 私たちも大橋ともひろさん
を推薦します。

熱いスポーツマンの
　　　　　　  大橋君を応援します。
  元オリックスプロ野球選手　光原 逸裕

義理人情を重んじる
　　　　　　  大橋君を応援します。
  地元在住作詞家　もず 唱平

フットワーク良く現場主義を貫く、
　　　　　　  大橋君を応援します。
  元枚方市議会議長　森本 万治郎

常に前向きに行動する
　　　　　　  大橋君を応援します。
  元小学校担任　馬越 美鈴
  同 級 生 代 表　塚本 達之

実行委員として地元活性化に取り組む
　　　　　　  大橋君を応援します。
  ひらコン実行委員会委員長　外村 淳

私も応援しています。
  衆議院議員　平野 博文

公式フェイスブックを開設しました。
　　（「大橋ともひろ」で検索して下さい。）大橋ともひろ

http://www.t-oohashi.com/ 大橋ともひろ大橋ともひろ事務所 〒573ー111３ 大阪府枚方市楠葉面取町１－１５－３２　TEL 0９０－9277－0250

評論家になることなく、
果敢に行動してまいります。
評論家になることなく、
果敢に行動してまいります。
評論家になることなく、
果敢に行動してまいります。

市
民
の
皆
様
に
市
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
、は
や
一
期
目
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

僕
が
政
治
を
目
指
し
た
原
点
は
、非
行
と
向
き
合
っ
て
き
た
20
代
の
保
護
観
察
官
時
代
に
あ
り
ま
す
。

「
我
が
さ
え
良
け
れ
ば
」「
金
さ
え
あ
れ
ば
」「
家
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
」こ
う
し
た
風
潮
が
蔓
延
す
る
中
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、犯
罪
や
非
行
が
低
年
齢
化
・
凶
悪
化
・
潜
在
化
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
風
潮
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
、同
世
代
だ
け
で
群
れ
る
の
で
は
な
く
世
代
間
交
流
を
行
う
中
で
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
よ
う
に

地
域
活
動
を
盛
り
上
げ
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
や
家
庭
教
育
を
推
進
し
、道
徳
教
育
な
ど
学
校
教
育
に
外
部
の
視
点
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
非
行
に
走
る
芽
を
摘
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
も
っ
と
広
く
訴
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、行
政
機
関
と
し
て
の
お
金
の
使
い
方
へ
の
疑
問
も
あ
り
ま
し
た
。

天
下
り
、年
度
末
の
予
算
の
使
い
切
り
、そ
う
し
た
も
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、我
が
家
の
財
布
で
あ
っ
て
も
同
じ
使
い
方
を
す
る
の
か
、

他
人
の
お
金
だ
と
思
っ
て
い
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

お
金
を
使
い
切
ら
な
い
と
翌
年
度
予
算
が
付
か
な
い
・
前
例
や
慣
例
が
重
要
視
さ
れ
、補
助
金
な
ど
が
湯
水
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
を
垣
間
見
て
、

我
が
家
の
財
布
の
よ
う
に
お
金
を
繰
り
越
し
、不
要
不
急
な
も
の
は
止
め
る
の
が
当
た
り
前
の
仕
組
み
に
変
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
自
ら
環
境
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。高
齢
者
に
つ
い
て
も
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
正
を
行
う
者
に
は
厳
し
い
態
度
で
接
し
、徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
民
間
企
業
の
よ
う
に
数
値
目
標
を
導
入
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
災
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
子
育
て
・
医
療
介
護
・
都
市
基
盤
整
備
・
地
元
活
性
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
環
境
の
提
供
こ
そ
が
地
方
行
政
の
本
来
業
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
う
し
た
思
い
を「
形
」に
す
る
た
め
に
、今
後
も
全
身
全
霊
を
捧
げ
取
り
組
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評
論
家
に
な
る
こ
と
な
く
、果
敢
に
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。


